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 歴史都市においては、文化遺産の存在が人々の日常生活にもかかわっており、

また重要な観光資源ともなっている。このような文化遺産に対する防災を考え

ることは、歴史都市を維持してゆく上で重要であると考えられる。 

 しかしながら、防災計画の策定にあたっては限りある資源をさまざまなもの

の防災に向けていかなければならない。文化遺産防災を含めた防災計画に対す

る社会的コンセンサスを得るためには、防災全般の中における文化遺産防災の

位置付けを明確にし、文化遺産防災の必要性を客観的、定量的に示していく必

要があると考えられる。 

 文化遺産防災の必要性を客観的に示すための方法の 1 つとして、文化遺産の

防災や被災に対する社会的な着目度を何らかの方法で計測し、防災全般、災害

全般に対する着目度との比較をおこなうことが考えられる。そこで本研究では、

文化遺産防災に対する社会的な着目度を計測する指標として、主要なマスメデ

ィア報道の 1 つである新聞報道を取り上げ、新聞報道における文化遺産防災の

取り上げ方の特徴について把握する。 

 

キーワード：社会的着目度，新聞報道，マスメディア報道，文化遺産防災 

 


